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平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

オリンピック・パラリンピック教育推進校 

事業実施報告書 

学校名【 横浜市立 汐見台中学校 】 

１実践テーマ 【スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成】 

２実施対象者 ① ２学年生徒 

② 運動部部長 

③ 参加希望運動部 

④ 陸上競技部 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 保健体育 ）ｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸについて調べ学習 

② 行事名（ アスリート講演会 ）野澤啓佑さん招聘 

 

４ 目 標  

 （ねらい） 

○スポーツに対する興味・関心を向上させ、ｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸを応援す

る気持ちを育てる。 

ア）ｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸについて興味・関心の向上 

イ）トップアスリートとの連携・協働の推進 

 

５ 取組内容 ア）ｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸについて興味・関心の向上 

○ｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸについて調べ学習 

・２学年に夏休みの宿題として、『歴史』『競技』『人物』『もの』からテ

ーマを選び調べ学習を行う。 

・学校祭でｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ展示コーナーをつくり、作品を展示 

 

イ）トップアスリートとの連携・協働の推進 

○オリンピアン（野澤啓佑選手）を招いて講演会とハードル走の実演 

・１１月に野澤選手が学校を訪問し、運動部の生徒を中心に講演会を 

実施 

・グランドで走り方教室とハードルを跳ぶ動きを見せていただいた。 

・野澤啓佑さんへ手紙を書く 
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６ 主な成果 

 

○子どもたちのスポーツに対する意識が向上した。 

・野澤選手さんに走り方を教えてもらうことにより、体を動かすことへ

の意欲が高まった。 

 

○オリンピック・パラリンピックに対する知識が深まった。 

・２学年でｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸについて調べ学習を実施し、学校祭で展示

し全校生徒に見てもらえるようにした。 

・野澤啓佑さんとの交流では、ｵﾘﾝﾋﾟｯｸへ向けた努力の過程を聞くことで、

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸに対する関心が高まった。 

 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

○ｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸへの興味・関心が高まるよう活動前後の取り組みを

計画した。 

・野澤選手をお迎えする前に、ｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸに関する調べ学習を行

った。 

・ｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸについて広く興味関心をもってもらえるよう、調べ

学習の作品を展示し全校生徒に見てもらえるようにした。 

 

○ｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸを応援する気持ちが高まるように野澤さんとの交流

を工夫した。 

・野澤さんと触れ合う時間を長く確保し、親近感を感じることでアスリ

ートを応援する気持ちを高めることができるようにした。 

・トップアスリートの技術を目の前で観察する機会を設定し、スポーツ

への関心を高めさせるようにした。 

・野澤選手をより理解してもらうために、ｵﾘﾝﾋﾟｯｸの実際の映像が視聴で

きるよう機材を準備した。 

 

８主な課題等 ○活動を全校生徒に広げ、カリキュラムに組み込めるとよかった。 

・特別活動や、総合的な学習の時間の内容と関連させながら、あらかじ

め設定しておくようにする。 

 

９来年度以降

の実施予定 

○オリンピック・パラリンピックお知らせコーナー（掲示物）を設置。 

・校内にオリンピック・パラリンピック情報の掲示コーナーを作る。  

〇各学年や学級の取組を企画し、学校全体でオリ・パラを盛り上げる機

運、スポーツ全般への興味・関心を高める。 

 

 

 


